
令和２年度の調整会議の進捗状況と 
地域医療構想を巡る最近の動向について 

令 和 ３ 年 度 第 ２ 回 徳 島 県 
東 部 地 域 医 療 構 想 調 整 会 議 

令 和 ４ 年 3 月 ２ ５ 日 

資料１ 

徳島県保健福祉部医療政策課 



都
道
府
県 

○「地域医療構想」は、2025年に向け、病床の機能分化・連携を進めるために、医療機能
ごとに2025年の医療需要と病床の必要量を推計し、定めるもの。 

○都道府県が「地域医療構想」の策定を開始するに当たり、厚生労働省で推計方法を含む
「ガイドライン」を作成。平成２７年３月に発出。 

○「医療介護総合確保推進法」により、平成２７年４月より、都道府県が「地域医療構想」
を策定。平成２８年度中に全都道府県で策定済み。 

  ※ 「地域医療構想」は、二次医療圏単位での策定が原則。 

医療機能の報告等を活用し、「地域医療構想」を策定し、
更なる機能分化を推進 

  （「地域医療構想」の内容） 
      

  １．２０２５年の医療需要と病床の必要量        
   ・高度急性期・急性期・回復期・慢性期の４機能ごとに医療 
    需要と病床の必要量を推計 
   ・在宅医療等の医療需要を推計 
   ・都道府県内の構想区域（二次医療圏が基本）単位で推計 
              

  ２．目指すべき医療提供体制を実現するための施策 
   例） 医療機能の分化・連携を進めるための施設設備、 
      在宅医療等の充実、医療従事者の確保・養成等 

地域医療構想について 
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○ 機能分化・連携については、 

 「地域医療構想調整会議」で議論・調整。 

医療機能の現状と今後の
方向を報告（毎年１０月） 

病床機能報告 
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地域医療構想について 
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 第１回南部（R2.6.19） 

     ・2025年に向けた具体的対応方針について【勝浦病院】 

     ・病床機能分化・連携促進基盤整備事業について 

 

 第１回東部（R2.9.14） 

     ・病床機能分化・連携促進基盤整備事業について 

 

 第２回南部（R2.9.15） 

     ・病床機能分化・連携促進基盤整備事業について 

 

 第２回東部（R3.2.12） 

     ・病床機能分化・連携促進基盤整備事業について 

 

 圏域（R3.3.10～3.17） 

     ・令和元年度の調整会議の進捗状況と地域医療構想を巡る最近の動向について【各圏域】 

     ・令和元年度病床機能報告の結果について【各圏域】 

     ・外来医療計画に係る届出の状況について【各圏域】 

     ・再検証対象医療機関の検討状況について【東部・南部】 

     ・病床機能再編支援補助金について【東部・南部】 

※令和２年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止等の観点から、全て書面開催とした。 2 

令和２年度調整会議の開催状況 



 公立病院 

対象病院数 １１病院 合意済み１１病院 合意率１００％ 

（対象病床数 1,705床 合意済み 1,705床 合意率100％）    

 公的病院 

対象病院数  ８病院 合意済み ６病院 合意率７５％ 

（対象病床数 2,623床 合意済み 2,013床 合意率76.7％） 

 合計 

対象病院数 １９病院 合意済み１７病院 合意率８９．５％ 

（対象病床数 4,328床 合意済み 3,718床 合意率85.9％） 

 協議中 

国立病院機構徳島病院 

国立病院機構東徳島医療センター  
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公立・公的病院の2025年に向けた具体的対応方針の合意状況 
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高度急性期 急性期 回復期 慢性期 

病床の必要量 合意した公立・公的 その他 

病床の必要量と合意した2025対応方針との比較（東部） 

※その他は2020病床機能報告2025予定の数値 

2,521 

2,831 

1,619 

4 



  許可病床 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 合計 

徳島大学病院 643 377 266 0  0 643 

県立中央病院 390 141 249  0 0 390 

徳島市民病院 335 14 257 40 24 335 

徳島県鳴門病院 307 40 267 0 0 307 

吉野川医療センター 290 0 290 0 0 290 

阿波病院 133 0 36 60 0 96 

合計 572 1,365 100 24 2,061 

２０２５年の必要病床数 492 1,605 2,080 1,946 6,123 

公立・公的の占める割合 116.3% 85.0% 4.8% 1.2% 33.7% 

合意した公立・公的病院の2025対応方針（東部） 
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東部構想区域の民間病院の進め方 
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急性期機能を 

有する病院 

回復期・慢性期機能 

のみを有する病院 

慢性期機能のみを
有する病院 

合計 

徳島・城東・川内・応神 ３ ３ ７ １３ 

富田・津田・八万・南部 ４ ３ ６ １３ 

城西・加茂名・国府 ４ ２ ５ １１ 

鳴門市・板野郡 ４ ２ ５ １１ 

名西郡・吉野川市・阿波市 １ ２ ２ ５ 

合計 １６ １２ ２５ ５３ 

○ 徳島市については、機能別に協議することとし、急性期グループ、回復期・慢性期 

 グループ、慢性期グループの３つに分ける。 

○ 徳島市以外については、エリア別に協議することとし、鳴門市・板野郡、名西郡・ 

 吉野川市・阿波市に分ける。 

１ 

２ 

３ 

４ ５ 

令 和 元 年 度 第 １ 回 徳 島 県 
東 部 地 域 医 療 構 想 調 整 会 議 

令 和 元 年 １ ０ 月 ４ 日 

資料４ 

一部改変 

※グループ分けについて合意しており、今後、進め方を協議する必要がある。 



国の議論の状況 
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地域医療構想に係るこれまでの経緯に
ついて 
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令和４年３月２日 第３回地域医療構想 
及び医師確保計画に関するワーキング 
グループ資料（一部改変） 

２０２２年  ３月 ２日      第３回 地域医療構想及び医師確保計画に関するワーキンググループ 



第８次医療計画の策定に向けて 
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（一部改
変） 
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令和４年３月２日 第３回地域医療構想 
及び医師確保計画に関するワーキング 
グループ資料（一部改変） 
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令和４年３月２日 第３回地域医療構想及び 
医師確保計画に関するワーキンググループ資料 
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